
　
　
　

又
、
事
業
報
告
を
す
る
時
を
迎

え
ま
し
た
。

　

日
頃
は
、
私
ど
も
東
京
光
の
家

が
お
こ
な
っ
て
い
る
視
覚
障
害
者

の
た
め
の
福
祉
事
業
全
般
に
対
し
、

格
別
な
る
ご
高
配
の
も
と
ご
指
導

ご
鞭
撻
ご
支
援
を
賜
り
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
の
温
か
い
ご
援
助
の
お
蔭

で
、
事
業
全
体
も
滞
り
無
く
取
り

運
ば
れ
、
微
力
な
が
ら
も
課
さ
れ

て
い
る
社
会
的
責
任
を
果
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
又
、
各
事
業
体

施
設
で
生
活
す
る
利
用
者
た
ち
も
、

元
気
で
明
る
く
一
日
一
日
を
過
ご

す
こ
と
が
出
来
、
諸
訓
練
に
励
み

な
が
ら
自
立
に
向
け
て
頑
張
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

以
下
平
成
二
三
年
度
の
事
業
状

況
の
ご
報
告
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

平
成
二
三
年
度

 
社
会
福
祉
法
人  

東
京
光
の
家
事
業
報
告

は
じ
め
に
　
〜
総
括
的
報
告
〜

【社会福祉法人東京光の家  総括貸借対照表】
平成24年3月31日現在� （単位：千円）

資 産 の 部 負 債 の 部
科　　目 金　額 科　　目 金　額

流 動 資 産 498,587 流 動 負 債 60,633
現 金 預 金 364,453 未 払 金 35,171
未 収 金 109,527 預 り 金 6,388
立 替 金 408 経理区分間借入金 12,503
経理区分間貸付金 12,503 会計単位間借入金 6,569
会計単位間貸付金 6,569
商 品 ・ 製 品 3,590
原 材 料 1,534 固 定 負 債 110,482

固 定 資 産 2,355,135 設備資金借入金 39,960
基 本 財 産 1,076,822 退職給与引当金 70,522
土 地 3,630 負 債 の 部 合 計 171,115
建 物 1,073,192 純 資 産 の 部

その他の固定資産 1,278,312 基 本 金 418,832
土 地    164,300 国庫補助金等特別積立金 439,526
建 物 16,485 その他の積立金 995,595
機 械 及 び 装 置 11,240 人 件 費 積 立 金 304,500
車 輌 運 搬 具 0 建 設 積 立 金 100,000
器 具 及 び 備 品    19,228 施設整備等積立金 433,130
措置施設繰越特定預金 328,000 その他の積立金 152,500
施設整備積立預金 255,130 工賃変動積立金 2,465
人件費積立預金 154,500 設備整備等積立金 3,000
建設積立特定預金 100,000 次期繰越活動収支差額 828,652
その他の積立特定預金 152,500 次期繰越活動収支差額 828,652
工賃変動積立預金 2,465 （うち当期活動収支差額） 240,958
設備整備等積立預金 3,000
その他の固定資産 71,463 純 資 産 の 部 合 計 2,682,606
資 産 の 部 合 計 2,853,722 負債及び純資産の部合計 2,853,722
脚注：減価償却費の累計額  1,074,490千円
注記：固定資産の減価償却の方法…定額法

【社会福祉法人 東京光の家 総括資金収支計算書】
（自）平成23年4月 1日（至）平成24年3月31日 （単位：千円）

科　　　目 金　額
就労支援事業収入計 43,033
就労支援事業支出計 42,376

就労支援事業活動資金収支差額 656
経常活動及び福祉事業収入計 1,370,303
自立支援費等収入 581,708
利用料収入 1,952
措置費収入 199,493
私的契約利用料収入 58,412
補助事業等収入 10,678
経常経費補助金収入 303,106
寄付金収入 3,979
雑収入 26,355
借入金利息補助金収入 692
受取利息配当金収入 640
会計単位間繰入金収入 91,000
経理区分間繰入金収入 92,285

経常活動及び福祉事業支出計 1,126,172
人件費支出 730,222
事務費支出 75,847
事業費支出 136,124
借入金利息支出 692
経理区分間繰入金支出 92,285
会計単位間繰入金支出 91,000

経常活動福祉事業活動資金収支差額 244,131
施設整備等収入計（※賛助会寄付金含む） 21,054
施設整備等支出計 185,058

施設整備等資金収支差額 △ 164,003
財務収入計 104,952
財務支出計 73,260

財務活動資金収支差額 31,692
当期資金収支差額合計 112,477
当期末支払資金残高 432,829

【社会福祉法人 東京光の家 総括事業活動収支計算書】
（自）平成23年 4月 1日（至）平成24年 3月31日 （単位：千円）

科　　　目 金　額
就労支援事業活動収入計 43,033
就労支援事業活動支出計 42,722

就労支援事業活動収支差額 310
事業活動及び福祉事業活動収入計 1,206,731
自立支援費等収入 581,708
利用料収入 1,952
措置費収入 199,493
私的契約利用料収入 58,412
補助事業等収入 10,678
経常経費補助金収入 303,106
寄付金収入 3,979
雑収入 25,115
国庫補助金等特別積立金取崩額（事業） 22,285

事業活動及び福祉事業活動支出計 985,432
人件費支出 730,222
事務費支出 66,792
事業費支出 136,124
減価償却費 44,477
引当金繰入 7,814

事業活動及び福祉事業活動収支差額 221,298
事業活動外収入計 184,617
事業活動外支出計 183,977

事業活動外収支差額 640
経常収支差額 222,250

特別収入計（※賛助会寄付金含む） 21,054
特別支出計 2,346

特別収支差額 18,708
当期活動収支差額 240,958
前期繰越活動収支差額 546,312
当期末繰越活動収支差額 787,270
次期繰越活動収支差額 828,652

※賛助会寄付金額 20,759千円

（1）2012.7.



【法人本部 資金収支計算書】
科　　　目 金　額

経常収入計 16,920
補助事業等収入 36
寄付金収入 2,522
雑収入 11,724
受取利息配当金収入 138
会計単位間繰入金収入 1,000
経理区分間繰入金収入 1,500

経常支出計 14,757
事務費支出 14,757

経常活動資金収支差額 2,163
施設整備等収入計 20,554
施設整備等支出計 507

施設整備等資金収支差額 20,047
財務収入計 300
財務支出計 18,750

財務活動資金収支差額 △ 18,450
当期資金収支差額合計 3,761
当期末支払資金残高 64,537

【光の家新生園 資金収支計算書】
科　　　目 金　額

経常収入計 391,480
自立支援費等収入 304,085
補助事業等収入 5,545
経常経費補助金収入 77,479
寄付金収入 431
雑収入 3,804
受取利息配当金収入 134

経常支出計 381,246
人件費支出 239,349
事務費支出 17,776
事業費支出 33,120
経理区分間繰入金支出 1,000
会計単位間繰入金支出   90,000

経常活動資金収支差額            10,233
施設整備等収入計                    0
施設整備等支出計                    124

施設整備等資金収支差額           △ 124
財務収入計                          41,020
財務支出計                          500

財務活動資金収支差額        40,520
当期資金収支差額合計 50,629
当期末支払資金残高      129,720

【光の家栄光園 資金収支計算書】
科　　　目 金　額

就労支援事業収入計 43,033
就労支援事業支出計 42,376

就労支援事業活動資金収支差額 656
福祉事業収入計 345,401
自立支援費等収入 277,623
補助事業等収入 5,097
経常経費補助金収入 58,539
寄付金収入 561
雑収入 3,429
受取利息配当金収入 150

福祉事業支出計                      351,023
人件費支出 194,588
事務費支出 22,929
事業費支出 41,720
経理区分間繰入金支出 90,785
会計単位間繰入金支出 1,000

福祉事業活動資金収支差額          △ 5,622
施設整備等収入計                     500
施設整備等支出計                    3,111

施設整備等資金収支差額            △ 2,611
財務収入計                          63,631
財務支出計                          1,500

財務活動資金収支差額         62,131
当期資金収支差額合計 54,554
当期末支払資金残高               149,750

【光の家神愛園 資金収支計算書】
科　　　目 金　額

経常収入計 425,327
措置費収入 199,493
　事務費収入         179,331
　事業費収入         20,161
私的契約利用料収入 58,412
経常経費補助金収入 160,430
寄付金収入 346
雑収入 5,740
　雑収入（務）       4,751
　雑収入（業）       989
借入金利息補助金収入 692
受取利息配当金収入 212

経常支出計                           370,834
人件費支出 290,602
事務費支出 18,125
事業費支出 60,914
借入金利息支出 692
経理区分間繰入金支出 500

経常活動資金収支差額            54,493
施設整備等収入計                    0
施設整備等支出計                    529

施設整備等資金収支差額            △ 529
財務収入計                          0
財務支出計                          50,990

財務活動資金収支差額             △ 50,990
当期資金収支差額合計          2,974
当期末支払資金残高                81,876

【光の家鍼灸マッサージホーム 資金収支計算書】
科　　　目 金　額

経常収入計 9,881
利用料収入 1,952
経常経費補助金収入 6,656
寄付金収入 117
雑収入 1,150
受取利息配当金収入 4

経常支出計 8,054
人件費支出 5,681
事務費支出 2,003
事業費支出 369

経常活動資金収支差額            1,826
施設整備等収入計                   0
施設整備等支出計                    0

施設整備等資金収支差額           0
財務収入計                         0
財務支出計                          1,520

財務活動資金収支差額            △ 1,520
当期資金収支差額合計       306
当期末支払資金残高               4,777

【公益事業特別会計 資金収支計算書】
同行援護従業者養成研修事業
科　　　目 金　額

経常収入計 506
雑収入 506

経常支出計 255
事務費支出 255

経常活動資金収支差額            251
当期資金収支差額合計       251
当期末支払資金残高               2,165

【光の家就労ホーム 資金収支計算書】
科　　　目 金　額

福祉事業収入計 180,785
会計単位間繰入金収入 90,000
経理区分間繰入金収入 90,785

福祉事業支出計 0
福祉事業活動資金収支差額 180,785
施設整備等収入計 0
施設整備等支出計   180,785

施設整備等資金収支差額            △ 180,785
当期資金収支差額合計 0
当期末支払資金残高     0

※各資金収支計算書 会計期間：（自）平成23年4月1日 （至）平成24年3月31日　単位：千円（千円未満切捨）

（2）2012.7.



り
の
専
門
委
員
会
（
例
・
防
災
活
動

委
員
会
・
安
全
衛
生
委
員
会
・
苦
情

解
決
委
員
会
等
々
）
が
あ
り
ま
す
。

又
、
地
域
福
祉
支
援
事
業
と
し

て
同
行
援
護
従
業
者
の
養
成
事
業

を
実
施
し
て
い
る
福
祉
教
育
研
修

室
の
他
に
、
地
域
福
祉
相
談
室
、
盲

重
複
障
害
者
福
祉
研
究
室
、
地
域

貢
献
活
動
室
が
あ
り
、
地
域
サ
ー
ビ

ス
の
振
興
・
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

以
下
、
各
事
業
施
設
の
活
動
状
況

等
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

光
の
家
新
生
園
の
利
用
者
は
、

視
覚
障
害
に
加
え
、
他
の
障
害
を

併
せ
持
つ
盲
重
複
障
害
者
で
あ
る
。

そ
の
障
害
の
特
性
を
考
慮
し
、
利

用
者
や
そ
の
家
族
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
た
個
別
支
援
計
画
を
策
定
し

て
支
援
の
充
実
を
図
っ
た
。

一
、
利
用
者
支
援

平
成
二
三
年
度
は
、
多
種
多
様

な
利
用
形
態
で
七
名
の
新
利
用
者

を
迎
え
た
。
東
京
都
立
文
京
盲
学
校

定
款
に
定
め
る
施
設
事
業
体
は

次
の
四
つ
で
あ
り
ま
す
。

①
光
の
家
新
生
園
～
障
害
者
自
立

支
援
法
に
よ
る
指
定
障
害
者
支

援
施
設
（
生
活
介
護
定
員
五
四

名
・
機
能
訓
練
定
員
六
名
・
施

設
入
所
支
援
定
員
五
五
名
・
短

期
入
所
定
員
二
名
）

②
光
の
家
栄
光
園
～
障
害
者
自
立

支
援
法
に
よ
る
指
定
障
害
者
支

援
施
設
（
生
活
介
護
定
員
七
〇

名
・
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
定
員

一
〇
名
・
施
設
入
所
支
援
定
員

六
〇
名
・
短
期
入
所
定
員
二
名
）

③
光
の
家
神
愛
園
～
生
活
保
護
法
に

よ
る
救
護
施
設
（
定
員
八
〇
名
）

④
光
の
家
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
ホ
ー
ム

～
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る

盲
人
ホ
ー
ム

更
に
、右
四
つ
の
施
設
を
統
一
的・

総
括
的
に
結
ぶ
部
門
と
し
て
総
務

部
（
総
務
課
・
医
務
課
・
食
事
課
・

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
）
が
あ
り
、
又
、

全
施
設
事
業
体
に
亘
る
横
断
的
組

織
体
を
も
っ
て
活
動
す
る
十
数
余

　
指
定
障
害
者
支
援
施
設

　
光
の
家
新
生
園

　
法
人
事
業

よ
り
一
名
、
千
葉
県
立
盲
学
校
よ
り

一
名
、
東
京
都
立
八
王
子
盲
学
校
よ

り
二
名
、
短
期
入
所
よ
り
施
設
入
所

へ
の
変
更
が
一
名
、
地
域
よ
り
機
能

訓
練
利
用
者
二
名
を
受
け
入
れ
、
日

中
活
動
は
六
三
名
、
施
設
入
所
支
援

は
五
五
名
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
の

中
の
一
名
は
、
新
生
園
と
栄
光
園
を

利
用
す
る
併
用
利
用
と
な
る
等
、
複

雑
な
利
用
形
態
と
な
っ
た
。

二
、
地
域
と
の
交
流

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
名
称
で
訓
練
を
行
っ
た
バ
ン
ド

「
ひ
ま
わ
り
」
が
東
日
本
復
興
支
援

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
や
地
域

の
行
事
に
参
加
し
た
。
又
、
例
年
同

様
に
地
域
と
の
交
流
行
事
（
旭
が
丘

ふ
れ
あ
い
夏
祭
り
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

バ
ザ
ー
・
愛
の
サ
ウ
ン
ド
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
）が
行
わ
れ
、地
域
の
方
々

と
の
交
流
が
で
き
た
。

三
．
職
員
研
修
の
充
実

今
年
度
は
、
て
ん
か
ん
に
つ
い

て
チ
ー
ム
研
修
を
取
り
入
れ
、
年
間

を
通
し
て
、
て
ん
か
ん
研
修
に
参
加

し
、
職
員
の
資
質
向
上
に
努
め
た
。

そ
の
他
、
自
閉
症
の
研
修
や
全
国
盲

重
複
障
害
者
福
祉
施
設
研
究
大
会

等
の
外
部
研
修
に
参
加
し
て
、
幅
広

い
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

四
、
保
護
者
と
の
繋
が
り

今
年
度
も
五
月
、
八
月
、
一
二

月
と
保
護
者
会
を
開
催
し
、
利
用
者

の
支
援
状
況
等
を
報
告
し
た
。
又
、

年
二
回
の
施
設
便
り
に
加
え
、
日

常
的
に
健
康
状
況
等
を
報
告
し
た
。

光
の
家
栄
光
園
は
、
働
く
こ
と

の
尊
さ
と
喜
び
を
知
る
と
と
も
に
、

利
用
者
の
自
立
支
援
と
社
会
活
動

へ
の
参
加
を
促
進
す
る
こ
と
を
目

標
に
支
援
を
し
て
き
た
。

一
、
利
用
者
支
援

平
成
二
三
年
度
は
入
所
者
が

六
二
名
、
通
所
者
が
一
七
名
の
計

七
九
名
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

今
年
度
は
、
服
薬
や
食
事
等
に
関

し
て
、
き
め
細
や
か
な
支
援
を
心
が

け
て
き
た
。
利
用
者
の
状
況
に
合
わ

せ
て
職
員
の
勤
務
体
制
や
日
課
等
の

見
直
し
を
行
っ
た
。
又
、
入
所
利
用

か
ら
地
域
移
行
を
希
望
す
る
利
用
者

に
対
し
て
生
活
訓
練
等
を
行
っ
て
き

  

指
定
障
害
者
支
援
施
設
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た
が
、
年
度
末
に
一
名
が
近
辺
の
ア

パ
ー
ト
で
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
又
、
三
月
か
ら
短

期
入
所
事
業
（
二
床
）
を
開
設
し
視

覚
障
害
を
伴
わ
な
い
身
体
・
知
的
障

害
の
方
の
受
入
れ
を
行
う
よ
う
に

な
っ
た
。
今
後
、
地
域
の
社
会
資
源

と
し
て
有
効
に
活
用
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
努
め
た
い
。

就
労
支
援
は
収
入
が
、約
三
八
四
六

万
円
で
年
度
当
初
目
標
に
し
て
い

た
四
一
〇
〇
万
円
に
達
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
点
字
出
版
関

連
の
大
口
受
注
が
な
く
な
っ
た
こ

と
が
主
な
要
因
で
あ
っ
た
。
今
後

は
新
し
い
作
業
種
目
の
開
拓
や
営

業
に
力
を
入
れ
て
作
業
収
入
増
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

二
、
地
域
と
の
交
流

恒
例
の
地
域
と
の
交
流
行
事
や

正
秋
バ
ン
ド
、
栄
光
園
の
「
シ
ョ
ッ

プ
ア
ガ
ペ
」
の
営
業
、
地
域
の
イ

ベ
ン
ト
へ
の
参
加
等
を
通
し
て
地

域
の
人
々
と
の
自
然
な
つ
な
が
り

を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。

三
、
職
員
研
修
の
充
実

専
門
性
の
向
上
を
目
指
し
内
部

研
修
の
充
実
に
力
を
入
れ
る
と
と

も
に
、
一
一
の
外
部
研
修
に
職
員

を
派
遣
し
多
く
の
刺
激
を
受
け
た
。

四
、
保
護
者
と
の
繋
が
り

利
用
者
の
生
活
、
施
設
の
状
況

を
家
族
に
知
っ
て
い
た
だ
く
目
的

で
「
栄
光
園
便
り
」「
ミ
ニ
通
信
」

を
年
三
回
送
り
、
ま
た
年
二
回
の

保
護
者
会
と
春
の
懇
談
会
を
開
催

し
施
設
の
状
況
報
告
や
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

　

光
の
家
神
愛
園
で
は
約
八
〇
名
が

生
活
し
て
い
る
が
、
多
く
の
者
は
視

覚
障
害
に
加
え
て
、
精
神
障
害
、
ア

ル
コ
ー
ル
依
存
症
、
知
的
障
害
等
を

併
せ
持
つ
、
盲
重
複
障
害
者
で
あ
る
。

平
均
年
齢
は
六
二
歳
。
入
所
者
の

半
数
は
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、

障
害
だ
け
で
な
く
、
加
齢
に
よ
る

機
能
低
下
で
、
生
活
の
様
々
な
場

面
で
介
助
を
必
要
と
し
て
い
る
が
、

一
人
ひ
と
り
が
人
生
を
前
向
き
に
、

生
き
甲
斐
を
も
っ
て
送
れ
る
よ
う
、

個
別
支
援
計
画
を
作
成
し
、
支
援

を
行
っ
て
き
た
。

　
救
護
施
設

　
光
の
家
神
愛
園

一
、
利
用
者
支
援

　

平
成
二
三
年
度
は
法
人
内
の
障

害
者
支
援
施
設
よ
り
四
名
の
利
用

者
を
受
け
入
れ
た
。

　

今
年
度
も
嘱
託
医
の
先
生
や
医

務
課
の
協
力
を
得
て
、
健
康
管
理

に
努
め
た
。
又
、
運
動
の
時
間
を

確
保
す
る
た
め
に
、
新
た
に
階
段

昇
降
の
時
間
を
設
け
、
僅
か
な
時

間
で
は
あ
る
が
、
毎
日
継
続
し
て

運
動
を
行
え
る
よ
う
に
日
課
を
工

夫
し
た
事
で
、
平
成
二
三
年
度
は

四
月
に
入
所
し
た
者
を
含
め
て
、
一

人
も
欠
け
る
こ
と
な
く
、
全
員
揃
っ

て
年
度
末
を
迎
え
る
事
が
で
き
た
。

二
、
地
域
と
の
交
流

散
歩
、作
業
の
下
準
備
、繕
い
物
、

行
事
ヘ
ル
パ
ー
等
、
今
年
度
も
数
多

く
の
地
域
の
皆
様
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
神
愛
園
の
活
動
を
支
え

て
下
さ
り
感
謝
で
あ
る
。
行
事
を
通

し
て
も
地
域
の
皆
様
と
交
流
を
持

つ
こ
と
が
で
き
た
。

三
、
職
員
研
修
の
充
実

救
護
施
設
関
係
の
研
修
会
に
積

極
的
に
職
員
を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、

今
年
度
は
実
習
指
導
者
講
習
会
に
も

職
員
を
派
遣
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

四
、
保
護
者
と
の
繋
が
り

八
月
と
一
二
月
に
保
護
者
会
を
開

催
し
た
。
又
、
施
設
の
近
況
を
お
知

ら
せ
す
る
為
に
、
年
に
二
回
、
施
設

便
り
を
発
行
し
た
。

盲
人
ホ
ー
ム
の
目
的
は
「
あ
ん
摩

マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
鍼
師
、
灸
師

の
免
許
証
を
有
す
る
視
覚
障
害
者
で

あ
っ
て
、
自
営
ま
た
は
雇
用
さ
れ
る

こ
と
の
困
難
な
者
に
利
用
さ
せ
、
必

要
な
技
術
等
の
指
導
を
行
い
、
そ
の

自
立
更
生
を
図
る
」と
な
っ
て
い
る
。

平
成
二
三
年
度
は
男
性
三
名
女

性
四
名
（
六
月
か
ら
男
性
二
名
、

一
〇
月
か
ら
女
性
三
名
）
が
施
術
業

務
に
従
事
し
た
。
な
お
、
鍼
師
の
退

職
に
伴
い
鍼
師
は
不
在
と
な
っ
た
。

施
術
実
績
は
三
二
六
五
件
（
前

年
度
三
一
五
九
件
）
で
施
術
件
数
・

金
額
共
に
や
や
増
加
し
た
。
施
術
者

の
資
質
向
上
の
た
め
、
指
導
員
講
師

に
三
療
の
技
術
及
び
接
客
全
般
に

亘
る
心
得
に
つ
い
て
指
導
し
て
い
た

だ
い
た
。

　
盲
人
ホ
ー
ム

　�
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